
海外向けの取り組み



社 名 ：株式会社おさだ製茶
OSADA Seicha Co.,Ltd.

住 所 ：静岡県周智郡森町睦実2001
創 業 ：昭和２３年 ４月 ５日
設 立 ：昭和６２年 ３月３１日
従業員 ：35名（2024年3月現在）
関連会社：㈱しゅうち農園
事業内容：茶製造加工 販売

会社概要



遠江一宮小國神社

太田川と天竜浜名湖線 森の石松の墓 大洞院

遠州の小京都 森町



拠点紹介

本社 睦実工場 おさだ苑本店

南町 工場 黒麹茶 匠工房



⾧田夏海 受賞歴
茶審査技術競技８段

2009年
第56回全国茶審査技術大会優勝

2010年
第57回全国茶審査技術大会準優勝

2011年
第58回静岡県茶業青年団茶審査技術競技大会優勝

2012年
第59回静岡県茶業青年団茶審査技術競技大会優勝

2013年
第60回静岡県茶業青年団茶審査技術競技大会入賞

2017年
第64回静岡県茶業青年団茶審査技術競技大会優勝

2018年
第65回静岡県茶業青年団茶審査技術競技大会入賞

2000年 静岡茶品評会 農林水産大臣賞
2002年 静岡茶品評会 農林水産大臣賞
2004年 森の茶品評会 静岡県知事賞
2005年 森の茶品評会 静岡県知事賞
2009年 東京都品評会 東京都知事賞
2009年 茶審査技術競技大会 農林水産大臣賞
2014年 森の茶品評会 静岡県知事賞
2015年 東京都品評会 農林水産大臣賞
2019年 日本茶アワード2019 プラチナ賞
2021年 日本茶アワード2021 プラチナ賞
2022年 日本茶アワード2022 プラチナ賞
2022年 食×プラウズ 2022 「食かける賞」

おさだ製茶受賞歴



MISSION
日本茶の魅力を訴求
中国から伝わったお茶ですが、抹茶も煎茶も日本
で独自の進化をした文化的な飲み物です。

国内のみならず、世界中にの方に日本茶の魅力を
知ってもらう。

世界中の人に日本茶を飲んで、癒しの時間を持ってもらう事。
お茶を飲む事によって健康的な生活をおくってほしい。

VISION



輸出のきっかけ

有機栽培茶を生産している浜松市天竜区春野町砂川地
区出身の商社の方から地元のお茶を海外へ売りたい！
と声をかけて頂く。

高価格帯の日本茶（玉露、お点前用抹茶、煎茶）の需
要が減る中、海外の方に高品質な日本茶を飲んでもら
いたい。農家さんの生産に対するこだわりや栽培して
いる環境も同時に紹介し、購入していただく事によっ
て、農家さんの収入の安定に繋げたいという思いで取
り組みがスタート。



おさだ製茶の強み
有機栽培茶

有機山吹撫子

FSSC22000認証取得工場

日本茶インストラクター取得の
アメリカ人が在籍

㈱しゅうち農園



丸泉
砂川共同製茶組合

有機栽培茶
丸泉砂川共同製茶組合

３０年程前、世間に先駆けて粉末茶の開発を始める

茶葉をすべて体に取り込むなら「無農薬」が良いと考え、

地元農協の紹介で丸泉砂川共同製茶組合を紹介してもらう

2件から始めた有機栽培が集落全体に広がる

化学合成農薬、化学肥料を使わない有機栽培

有機栽培に２０年以上取り組んでいる

煎茶だけでなく釜炒り茶、抹茶、紅茶、烏龍茶を生産して

いる



山吹撫子
有機黒麹発酵茶

日本初の有機認証の後発酵茶

プーアル茶とも紅茶とも違う後発酵茶

このお茶を求めてフランス・カナダから来社

コペンハーゲンの３つ星レストランでも採用

他社との差別化が図れる唯一無二のお茶



FSSC22000
認証取得工場

2019年に輸出向けに本社機能と共に工場移転

2021年にFSSC22000認証取得

製造ラインの部品に木材を使わない工場に一新



おさだ製茶の強みおさだ製茶の強み

株式会社しゅうち農園

2018年農地所有適格法人として設立

耕作放棄地を借り受けて茶園として継続

静岡では植えていない新しい品種に改植

有機栽培にも取り組む



売上比率の推移
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輸出への障壁

• 国ごとに農薬の基準が違う

• 植物検疫、原産地証明書、微生物検査、農薬検査、重金属等の費
用がロットごとに必要になる

• 相手先の輸出基準を満たす原料が足りない

• 認証取得のコスト、維持管理費用が掛かる

• 現地ニーズの正確な把握が困難

• 中国産、韓国産の安い抹茶、煎茶が市場に出回っている



今後の輸出の鍵

• 有機抹茶生産を増やすため、全国に碾茶炉を整備

• お茶産地の一部を輸出用産地へ

• 生産から出荷までロスなく流通できるようにする

• 海外の展示会に出展し、海外ニーズをしっかり把握

• 産地や生産者を紹介し、背景や文化も一緒に発信する



今後輸出を増やすための取り組み

• 春野町・森町を世界的にも有名な茶産地へ
• グループ会社で輸出向けの有機茶生産を増やしていく
• より付加価値を付けて販売出来る茶園を作る
• インバウンド向けの体験を充実させる
• （食×プラウズ2022で「食×賞」を受賞）
• JFOODO等を活用した現地ニーズの把握



Jfoodoの活用から見えた市場動向



2019年 サンフランシスコ Tea festival へ出品

試飲 飲み比べ アンケート



2022年 サンフランシスコ Tea festival へ再出品

紹介 積極的なPR アンケート



海外消費者の興味関心を知る

抹茶の知名度 日本茶の知識 希望商品の把握



AMAZON USA
JAPANESE GREEN TEA SITE



2023年4月
アメリカ、テキサス州
ダラスへの進出を決断

• 現地事務所を開設することでの物流
スピード、コスト、対応力、信頼感
の差別化を図る。

• 現地ニーズを素早く把握し即座に対
応するために。

• これからもJFOODOの活用や連携を
積極的にしていきたい。



ありがとうございます

OSADA TEA JAPAN おさだ製茶 おさだ苑本店
海外向けBtoBサイト 会社HP 国内向けECサイト


